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論文内 容の要 t::. 田
本論文は，工業的用途の豊富な有機スズ化合物について，主として構造化学的見地からの基礎研究
を行なったもので， r有機スズ塩類の構造に関する研究」と題し，緒論，本文 5 章と結論とからなっ
ている。
緒論においては，本研究の目的についてのべている。
第 l 章は溶液中におけるトリメチノレスズ水酸化物 (1 )の特異性について述べている口すなわち，
本論文ではスズー酸素結合をもっ有機スズ化合物のうちで，もっとも簡単な組成をもっ (1 )が無極
性溶媒中で 2 量体として存在する乙とを見出している。また IR スペクトノレから溶液中では，この 2
量体は酸素原子よりスズ原子への弱い配位によって生成するものであり，生成した 2 量体は，スズー
酸素からなる 4 員環構造をもつものと推定している。
第 2 章では， (1) の基準振動の計算を行なっている。その結果，溶液中の IR の 500 ，......，600 cm-l 
にあらわれる 3 つの吸収帯は Sn-O， Sn-C 伸縮振動に起因するものである乙とが明確にされ，また実
測された IR の強度は互にカップノレしている 2 つの振動の位相を考慮に入れてよく説明されるとのべ
ている。
第 3 章では (1) の結品構造を X線によって解析している口その結果，ほぼ平面的な配列をもっト
リメチノレスズ基が水酸基の酸素によって橋かけされた分子鎖が針状方向に沿ってならび，鎖は特異
な，らせん構造をなしていることを見出している口
第 4 章では， トリメチノレスズフッ化物 (ll) の結晶構造について論じている。 (ll) の構造に関して




第 5 章では， トリメチノレスズ硝酸塩(:m:)およびその水和物を合成し， その IR の結果より，平面
トリメチ jレスズ基が硝酸基の弱い橋かけをうけて配位高分子を形成していることを見出している。さ
らにジアルキノレスズ、硝酸塩類についてつぎに示す型の化合物: (NOs) RzSnOSnRz (OH) , (IV); (NOs) 
RzSnOSnRz (NOs)' (V); RzSn (NOs) (OH) , (VI); RzSn (NOs)z' (W) の多数を合成しそれらの相互
間の関係を検討し， (V) および (VI) については，有機溶媒中で一種の平衡があり，極性溶媒中では







( i ) トリメチルスズ水酸化物，フッ化物および硝酸塩は，結晶状態では，いずれも酸素またはフッ






( i) 新しい型の化合物 RzSn (NOs) (OH) および一連のジアルキノレスズ硝酸塩類を合成し， それら
相互間の関連を明確にした。
乙れらの結果は，乙の方面の学術の進歩に新しい幾多の知見を与えたものである。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
? ?円。
